
第４学年２組  国語科学習指導案  

指導者   大塚  祐亮  

 

１  単元   私の思いを言葉で伝える～『初雪のふる日』（光村図書４年）～  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは，『プラタナスの木』で中心人物の性格や変化，おじいさんの正体を考えるこ

とで，作品の魅力を捉えた。そこでは，変容のきっかけや，自分の考えを支える叙述を基

にしながら，内容の面白さだけでなく，読み方の面白さについて自分の考えを形成するこ

とができた。また，自分の書いた紹介文を基に魅力を話し合うことで，着目する叙述によ

って，中心人物の変化や魅力だと感じる部分が違うことを実感してきた。このような子ど

もが，作品の雰囲気や中心人物の心情の変化について話し合うことで，言葉のもつ意味や

表現の工夫を捉えたり問い直したりすることができるだろう。  

 そこで，単元を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

 『初雪のふる日』は，ふと見つけた石けりの輪に足を踏み入れた少女が，雪うさぎの列

に入り込んで歩みを止めることができぬまま，幻想の世界に迷い込んでしまう物語である。

読者は，「この少女はどうなってしまうのだろう。」と，緊張感や好奇心をもって，場面

の様子と登場人物の気持ちを読んでいくだろう。ここでは，物語全体を通して中心人物の

心情の変化を考え，他者と比較する。どの場面，どの言葉や表現に着目するかによって，

幾通りもの解釈が成り立つことを意識できるようにしたい。  

そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  第一次では，どの場面が面白いと思ったのかを心情曲線を基に話し合う場を設定する。

そうすることで，自分の考えを形成したり，解釈のずれを認識したりできるようにする。   

○  第二次では，心情曲線を基に，自分と他者の解釈を比較する場を設定する。そうする

ことで，自分が根拠とする言葉や文を捉えたり，他者の解釈を基に自分の考えを問い直

したりすることができるようにする。  

〇  第二次では毎時間，自分の考えの変容とその理由を叙述と結び付けて振り返る場を設

ける。そうすることで，叙述に基づいた言葉や表現への捉えを蓄積できるようにする。  

 

３  目標   

⑴  様子や行動，気持ちや性格を表す語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに共言

葉には性質や役割による語句のまとまりがあることを理解し，語句を豊かにすることが

できる。                               〔知〕⑴オ                                 

⑵  文章を読んで感じたことや考えたことを共有し，一人一人の感じ方などに違いがある

ことに気付くことができる。                     〔思〕Ｃ⑴カ            

⑶  言葉のもつよさに気付くとともに，幅広く読書をし，国語を大切にして，思いや考え

を伝え合おうとする。                「学びに向かう力，人間性等」  



４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の国語部では，述べ方の効果や読後感の要因等を捉えたり問い直したりして，言

葉への自覚を高めていく授業が，教科の本質に迫る授業だと捉えている。また，エージェ

ンシーを発揮している姿を，言葉への見方・考え方を働かせている学びの過程を自覚する

姿だと捉えている。本単元においては，心情曲線を用いて，自分の考えを可視化したり，

比較したりする場を設定する。自分の考えを自覚した上で，多様な考えに触れたり，学習

を振り返ったりすることで，自分の考えの変容を捉えたり問い直したりする様相がエージ

ェンシーを発揮した姿だと考えている。  

このような学習を経験した子どもは，言葉や表現の仕方の面白さに気付いたり，他者と

の解釈のずれを楽しんだりしながら，自身の言葉への捉えを蓄積してこれからも様々な作

品と向き合うことができるようになり， well-being の実現につながるだろう。  

 

５  指導と評価の計画（総時数  ８時間）  

次  学習活動・内容  
エージェンシーを  

発揮するための手立て  
評価規準・評価方法等  

一
②  

○  話の大体をつかむ  

・登場人物の行動と関係  

・場面分け  

○  物 語 全 体 を 通 し た 心 情 曲 線 を 作

成する  

・中心人物の気持ちの変化  

・言葉の意味  

〇  自分と他者 との感じ た 印

象や疑問の 違いを話 し合う

場を設け， 自分の考 えを納

得させたり ，疑問を 解決し

たりできる よう工夫 して学

習に取り組 む必要が あると

認識できるようにする  

 

二
④
本
時
３  
／
４  

〇  心 情 曲 線 を 基 に 第 一 場 面 の 女 の

子の気持ちの変化を話し合う  
・しゃがんでいる女の子と石けりの

輪を見つけた時の女の子の気持ち

の比較  
・情景描写や修飾語への着目  
〇  心 情 曲 線 を 基 に 第 二 ・ 三 場 面 の

女の子の気持ちの変化を話し合う  
・ う さ ぎ と 出 会 っ た 女 の 子 の 気 持 ち

の比較  

○  心 情 曲 線 を 基 に 第 四 ・ 五 場 面 の
女の子の気持ちの変化を話し合う  

・ お ま じ な い を 思 い 出 し た 女 の 子 の

気持ちの比較  
・ 「 あ あ ， 初 雪 だ 。 」 と い う 台 詞 か

ら受ける印象の比較  

●  心 情 曲 線 を 基 に 第 六 ～ 八 場 面 の
女の子の気持ちの変化を話し合う  

・ 第 五 場 面 と 第 六 場 面 の 女 の 子 の 様

子の比較  
・ 女 の 子 の 気 持 ち が 一 番 上 が っ た と

ころの比較  

〇  心情曲線を 基に自分 の 考

えを可視化 すること で，ど

の部分に着 目してい るのか

を自覚できるようにする  

〇  他者と考え を共有し ， 比

較させるこ とで，多 様な考

え方に触れ るよさを 実感す

ることができるようにする  

〇  学習したこ とを基に 振 り

返らせるで ，自分の 考えを

明確にし， 蓄積して いくこ

とのよさを 実感でき るよう

にする  

 
 
 
 
 
 
 
 

三
②  

○  二 次 で 読 み 取 っ た こ と を 基 に し

て，紹介文を書く  

・根拠となる語や文の選択  

・叙述に基づく自分の解釈  

○  紹 介 文 を 読 み 合 っ た 上 で 感 想 を

伝え合い，学習を振り返る  

・捉えた魅力の比較  

〇  学習全体を 振り返る こ と

で，新たに 獲得した 物語の

読み方を自 覚し，他 の作品

の読みでも 自ら読み 深める

態度を養う ことがで きるよ

うにする  

 

［知識・技能］  

ワークシートへの書き込み  

・ 場 面 の 様 子 や 登 場 人 物 の

言 動 ， 様 子 な ど を 表 す 語

句 に 着 目 し ， 語 彙 を 豊 か

にしているかの確認  

［思考・判断・表現］  

ワークシートへの書き込み  

・ 登 場 人 物 の 行 動 や 気 持 ち

な ど に つ い て 叙 述 を 基 に

捉えているかの確認  

［知識・技能］  

観察  

・ 文 章 全 体 の 構 成 や 内 容 の

大 体 を 意 識 し な が ら 音 読

しているかの確認  

［主体的に学習に取り組む態度］ 

ノート・発言  

・ 物 語 の 印 象 や 疑 問 点 に つ

い て ， 自 分 の 考 え を 文 章

に ま と め よ う と し て い る

かの確認  

［主体的に学習に取り組む態度］ 

紹介文・ノート  

・ 叙 述 に 基 づ い て 自 分 の 捉

え た 物 語 の 魅 力 を 文 章 で

表 現 し よ う と し て い る か

の確認  



６  本時案  ―第二次・４時分―  

⑴  主眼   第六・七・八場面の心情曲線を基に女の子の気持ちを話し合うことで，変化

を表す表現の工夫について自分の考えを形成することができる。  

⑵  準備   ワークシート，板書用本文掲示  

⑶  学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  

１  第 六 ・ 七 ・ 八 場 面 の 心

情曲線を比較する  

 心 情 が 変 化 す る き っ か

けはどこか  

・本時の学習への見通し  

・変化が分かる表現  

ア  女の子の頭に「すてきななぞ

なぞ」が浮かんだところで気持

ちが上がったと思うな  

イ  私は，「よもぎ，よもぎ，春

のよもぎ」のところが一番大き

く気持ちが上がったところだと

思うな  

ウ  いろんなきっかけがありそう

だから，友達がどのように考え

ているのか聞いてみたいな  

・  単元の最初に書い

た心情曲線を互いに

比較させることで，

自分と友達の捉えた

変化のずれを認識す

ることができるよう

にする  

７  

２  心 情 曲 線 を 基 に ， 捉 え

方 の ず れ が 多 い 部 分 を 話

し合う  

 一 番 女 の 子 の 心 情 が 変

化 し た と 感 じ た の は ど こ

か  

・言葉の意味の捉え  

・解釈の違い  

・ 叙 述 同 士 や ， 場 面 の 結 び

付き  

ア  「女の子の体は，だんだん温

かくなり…」のところから，気

持ちがどんどん上がっていった

と思うな  

イ  でも，まだ助かっていないか

ら，そこまで大きく気持ちは上

がってないのではないかな  

ウ  「気が付いたとき…」のとこ

ろから，うさぎがいなくなって

安心したから一番気持ちが大き

く上がったと思うよ  

エ  「もう石けりの輪はなく…」

のところから，女の子はまだ状

況が理解できていない様子を表

していると思うから，ここも一

番ではないと思うな  

オ  そ の あ と に 「 あ あ ， 助 か っ

た。」とあるから，そこでよう

やく助かったことが理解できた

と思うな  

カ  だとしたら，その部分が女の

子の気持ちが一番上まで上がっ

たのだね  

・  意図的指名や「一

番と感じたのはなぜ

か。」「どこからそ

う思ったのか」を問

い返すことで，言葉

や表現による解釈の

違いについて，多様

な考えに触れられる

ようにする  

・  着目した言葉と自

分の考えとを結び付

けて話し合わせるこ

とで，叙述に基づい

て登場人物の心情を

捉えたり，問い直し

たりできるようにす

る  

 

35 

３  本時の学習を振り返る  

 一 番 気 持 ち が 上 が っ た

と 思 う と こ ろ は ど こ に な

るだろうか  

・新たな解釈の形成  

・考えの言語化  

 

ア  一番は，よもぎを見つけたと

ころだと思っていたけど，友達

の意見を聞いて考えが変わった

よ  

イ  「ああ，助かった。」の「あ

あ」というところから，一番安

心している様子が伝わるから，

ここが一番かな  

ウ  友達と比べると感じ方や考え

方が違って，参考になるね  

・  振り返りシートに

本時の学習を通した

自分の考えを記述さ

せることで，考えの

変容や新たな視点の

獲得を自覚したり蓄

積でしたりすること

ができるようにする  

45 

⑷  評価規準と方法  

第六・七・八場面の心情曲線を基に女の子の気持ちを話し合うことで，女の子の気持

ちの変化を表す表現の工夫を捉え，自分の考えを形成しているか発言やワークシートか

ら見取る。  



＜メモ＞ 

 



第６学年１組  国語科学習指導案  

指導者   有田  友萌  

 

１  単元   クライマックスをどう読む？～『海の命』（光村図書６年）～  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは，『やまなし』で作者の独特な表現や世界観に触れ，作品の魅力を捉えた。そ

こでは，場面を対比したり，色や自然などの情景描写の変化を捉えたりしながら，宮沢賢

治が描き出した物語の世界について自分の考えを形成することができた。また，作品の魅

力を話し合うことで，他者と考えを共有し，比較しながら読みを深めるよさを実感してき

た。このような子どもが，作者の表現と読者が受ける主人公の行動に対する印象について

話し合うことができれば，今以上に言葉のもつ意味や働きを捉えたり問い直したりするこ

とができるだろう。そこで，単元を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

 『海の命』は，作品の序盤で主人公太一の父がクエによって死を遂げることが描かれて

いる。太一がクエへ復讐をするに違いないと考え読み進める読者が多いだろうが，太一は

クエを殺さないのである。このようなクライマックスの描き方に対して，読者である子ど

もは戸惑いを感じるだろう。ここでは，クライマックスとそこに向かうまでの表現に着目

し，場面のつながりや太一の描かれ方を捉えることを大切にしたい。そこで，指導にあた

っては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  単元を貫く課題を「作者の表現は，太一の行動を納得させるものだと感じたか」と設

定する。そうすることで，自分の考えを形成したり，他者との解釈のずれを話し合った

りしながら，国語科の見方・考え方を働かせることを意識できるようにする。   

○  第二次では，設定した問いに対する解釈を検討する場を設定する。そうすることで，

着目した言葉や文が根拠として適切であったか捉えたり問い直したりし，その解釈は適

切かを確かめることができるようにする。  

〇  第二次では毎時間，読み方に対しての自己評価する場を設ける。そうすることで，作

品のどの部分に着目し，どのように読んだかを自覚し，言葉や表現への捉えを蓄積でき

るようにする。  

 

３  目標   

⑴  思考に関わる語句の量を増し，話や文章の中で使うとともに，語句と語句との関係，

語句の構成や変化について理解し，語彙を豊かにすること。また，語感や言葉の使い方

に対する感覚を意識して，語や語句を使うことができる。          〔知〕⑴オ                                        

⑵  人物像や物語などの全体像を具体的に想像したり，表現の効果を考えたりすることが

できる。                              〔思〕Ｃ⑴エ  

⑶  言葉がもつよさを認識するとともに，進んで読書をし，国語の大切さを自覚して思い

や考えを伝え合おうとする。             「学びに向かう力，人間性等」  



４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の国語部では，述べ方の効果や読後感の要因等を捉えたり問い直したりして，  

言葉への自覚を高めていく授業が，教科の本質に迫る授業だと捉えている。また，エージ

ェンシーを発揮している姿を，言葉への見方・考え方を働かせている学びの過程を自覚す

る姿だと捉えている。本単元においては，単元を貫く課題を解決するための問いを子ども

と教師でつくる場を設定する。子どもと共同で見いだした問いを解決するために話し合っ

たり，学びを振り返ることで問いの良し悪しを判定し，問いを設定し直したりする様相が

エージェンシーを発揮した姿だと考えている。  

このような学習を経験した子どもは，言葉や表現の仕方の面白さに気付いたり，他者と

の解釈のずれを楽しんだりしながら，自身の言葉への捉えを蓄積してこれからも様々な作

品と向き合うことができるようになり， well-being の実現につながるだろう。  

 

５  指導と評価の計画（総時数  ８時間）  

次  学習活動・内容  
エージェンシーを  

発揮するための手立て  
評価規準・評価方法等  

一
③  

○  話の大体をつかむ  
・登場人物の行動と関係  
・場面分け  
○  単元を貫く課題の解決に向

けた問いをつくる  
・主人公の行動への印象  
・作者の表現への納得度  

〇  問 い を 子 ど も と 一 緒

に 見 い だ す 場 を 設 け ，

子 ど も が 話 し 合 い で 解

決 す る サ イ ク ル を 示 す

こ と で ， 自 ら が 学 習 の

主 体 で あ る と 認 識 で き

るようにする  

［ 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ］  

ノート・発言  
・主人公の行動への納

得度と作者の表現の
関係に着目して，問
いをつくろうとして
いるかの確認  

     
二
③
本
時
３  
／
３  

〇  太一の目指した漁師像につ
いて話し合う  

・お父と与吉じいさの漁の違い  
・一人前と村一番の違い  
〇  太一がクエをお父だと思っ

たのは無理やりかを話し合う  
・「打たなかった」と「打てな

かった」の比較  
・クエに対する物語全体を通  

した叙述のつながり  
●  結末の３行があることによ

る印象を話し合う  
・「生涯誰にも話さなかった」  

ことが付け足された印象  
・「もちろん」という語りの印

象の違い  

〇  関 連 作 品 や 作 者 に 関
す る 資 料 を 提 示 す る こ
と で ， 教 材 以 外 に も 興
味 関 心 を も っ て 考 え や
解 釈 の 根 拠 を 探 る こ と
ができるようにする  

〇  班 で の 話 合 い を 中 心
に 考 え を 形 成 し ， 全 体
で 考 え を 共 有 す る こ と
で ， エ ー ジ ェ ン シ ー が
育 ま れ た り ， 活 動 の よ
さ を 実 感 し た り で き る
ようにする  

〇  振 り 返 り で 問 い の 見
直 し を 行 い 必 要 な ら
ば ， 問 い の 再 設 定 を 行
う こ と で ， 学 び に 責 任
を も ち ， 解 決 し よ う と
す る 態 度 を 養 う こ と が
できるようにする  

［知識・技能］  
教科書への書き込み・
ノート  
・場面の様子や登場人

物の言動，様子など
をあらわす語句に着
目し，語彙を豊かに
しているかの確認  

 

［思考・判断・表現］  
ノート・教科書・発言  
・太一の思いがわかる

叙述を関連付けて，
クエに対する思いを
自分の考えとして捉
えようとしているか
の確認  

 

    
三
②  

○  二次で読み取ったことを基
にして，作者の表現は太一の
行動を納得させるものだと感
じたか自分の考えをまとめる  

・根拠となる語や文の選択  
・叙述と叙述とを結び付けた解  
 釈  

〇  単 元 を 通 し て つ な げ

て き た 学 び を 振 り 返 る

場 を 設 け る こ と で ， 新

た に 獲 得 し た 物 語 の 読

み 方 を 自 覚 し ， 別 の 作

品 の 読 み で も 自 ら 読 み

深 め る 態 度 を 養 う こ と

ができるようにする  

 

［ 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度 ］  

紹介文・観察  
・太一の行動に納得で

きる表現になってい
たかを，複数の叙述
を関連付けながらま
とめているかの確認  



６  本時案  ―第二次・３時分―  

⑴  主眼   最後の３行に対する解釈を話し合うことで，太一の行動や心情の表現に対す

る自分の考えを形成することができる。  

⑵  準備   なし  

⑶  学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  

１  物 語 の 結 末 は ハ ッ ピ ー

エ ン ド に 感 じ る か ど う か

印象を話し合う  

 『 海 の 命 』 は ハ ッ ピ ー

エンドだと感じたか  

・結末の印象  

ア  子 ど も も 生 ま れ ， 母 も

「 満 ち 足 り た 」 と 書 い て あ

るからハッピーエンドだ  

イ  「 生 涯 誰 に も 話 さ な か っ

た 」 と あ る が ， そ の 行 動 の

意 味 に よ っ て 本 当 は ハ ッ ピ

ー エ ン ド で は な い の か も し

れない  

ウ  作 者 が こ の ３ 行 を 書 い た

意味を話し合いたい  

・  結末に着目させる

ことで，本時の問い

に見通しをもつこと

ができるようにする  

5 

２  最 後 の ３ 行 に 対 す る 印

象を話し合う  

 最 後 の ３ 行 が な い と ，

結末の印象はどうか  

・ 「 村 の 娘 と 結 婚 」 「 子 ど

も ４ 人 」 「 満 ち 足 り た 」

などの言葉が与える印象  

ア  太 一 も 普 通 の 腕 の い い 漁

師 に な り ， 周 囲 の 人 も 幸 せ

になったのだと思えた  

イ  今 ま で の 太 一 の 葛 藤 で 心

が 晴 々 し た の だ ろ う と い う

終わり方だと感じた  

ウ  や っ ぱ り 最 後 の ３ 行 が あ

る こ と で ， 太 一 の 葛 藤 が 続

くように思えるな  

・  最後の３行がない

と仮定して話し合わ

せることで，この文

の印象や文や言葉の

もつ意味や意図を考

えるという見通しを

もつことができるよ

うにする  
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 「 も ち ろ ん 」 と い う 言

葉 か ら 伝 わ っ て く る 印 象

はどのようなものか  

・ 「 も ち ろ ん 」 と 感 じ て い

る人の存在  

・ 「 も ち ろ ん 」 の 言 葉 の 働

き  

・ 叙 述 と 叙 述 と を 結 び 付 け

た解釈  

 
ア  「 も ち ろ ん 」 と 書 い て あ

る の は な ぜ か 。 そ れ は 誰 か

ら見て「もちろん」なのか  

イ  太 一 が 「 も ち ろ ん 」 と す

る の は 不 自 然 だ ろ う 。 こ れ

は作者の視点ではないか  

ウ  だとすると，なぜ「もちろ

ん」なのか。誰にも話さない

ことは太一にとって当然か  

エ  周囲から「クエは，殺して

当然」と思われていたとした

ら，太一は殺さない判断をし

たことを話せないだろう  

オ  自分の気持ちを誰にも話さ

ない決断をしたことに苦しさ

を感じるな  

 
・  「もちろん」「生

涯」「誰にも」「話

さない」と言葉を区

切って取り上げるこ

とで，それぞれの言

葉のもつ印象と働き

を捉えることができ

るようにする  

・  作者の視点からも

言葉や文の意味を捉

えることで，どのよ

うな結末にしたいと

考えているのか問い

直すことができるよ

うにする  

３  読 み 取 っ た こ と を 基 に

自分の考えをまとめる  

 作 者 が こ の ３ 行 を 書 い

た こ と は ， 太 一 の 行 動 を

納 得 さ せ る も の だ と 感 じ

たか  

・ 主 人 公 の 行 動 や 心 情 と 叙

述との結び付き  

・ 叙 述 と 物 語 に 対 す る 印 象

との結び付き  

ア  単 純 な 話 と は 違 う と い う

作 者 の 意 図 を 感 じ た 。 だ か

ら ， 「 命 」 と い う つ な が り

を 太 一 が 大 切 に し よ う と し

たと感じて納得した  

イ  ク エ に 殺 さ れ た お 父 を 思

い 続 け て い た 太 一 の 心 情 に

着 目 す る と ， 太 一 の 葛 藤 は

消 え る こ と は な く ， 誰 か と

分 か ち 合 え る も の で は な い

か ら ， こ の ３ 行 が あ る と そ

う い う 苦 し み が 残 っ て い る

ことが分かると思った  

・  着目した部分を踏

まえて自分の考えを

ま と め さ せ る こ と

で，本時での読みを

自 覚 さ せ ， 言 葉 や

文，表現を捉えるよ

さを蓄積できるよう

にする  
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⑷  評価規準と方法  

太一のお父への思いや与吉じいさに教わったことを関連付け ながら，「もちろん 」

「生涯誰にも話さなかった」という言葉の意味を捉えたり問い直したりして，この文の印

象について，自分の考えを形成することができたか，発言やノートの記述からみとる。  

 

＜メモ＞ 

 



第１学年３組  国語科学習指導案  

指導者   田山  佳穂  

 

１  単元   主張を伝えるための効果的な表現に迫る  

～『「不便」の価値を見つめ直す』（光村図書１年）～  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは，説明文『比喩で広がる言葉の世界』において，事例の働きに着目しながら，

筆者の主張を捉える経験をしている。そこでは，説得力のある説明的文章に必要な要素を

考えながら，主張を伝えるために筆者が工夫した述べ方について自分の考えを広げてきた。

このような子どもが，本単元を通して文章に課題意識をもち，主張と事例とのつながりを

検討することができれば，表現の効果について自分の考えを形成し，さらに言葉への自覚

を高めていけるだろう。  

 そこで，単元を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

 本教材では，「不便益」という常識とは異なる視点からの問いかけから論を起こしてい

る。そして，具体的な事例を挙げながら論拠を丁寧に説明し，「常識とは異なる視点をも

つことで，世界をもっと多様に見ることができるようになる」という主張を伝えている。

ここでは，筆者の挙げた事例の選び方や論の展開の仕方を吟味する活動を通して，主張を

伝えるための効果的な表現の仕方について自分の考えを形成できるようにしたい。  

 そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  第一次では，論の構成を整理しながら主張を捉える活動を設定することで，筆者の述

べ方の特徴や工夫に着目することができるようにする。  

○  単元を通して，主張に対する説得力の有無について判断型学習課題を検討させること

で，表現の効果や論の展開の仕方を捉えたり問い直したりすることができるようにする。  

○  第三次では，前時までの判断型学習課題について，理解したことや考えたことを文章

にまとめる活動を設定することで，文章の構成や論理の展開，表現の効果を自覚するこ

とができるようにする。  

 

３  目標   

⑴   単語の類別について理解するとともに，指示する語句と接続する語句の役割について  

理解を深めることができる。                        〔知〕⑴ク                                        

⑵   文章の構成や展開，表現の効果について，根拠を明確にして考えることができる。                                                   

〔思〕Ｃ⑴エ  

⑶  文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなものにすることができる。                                                               

〔思〕Ｃ⑴オ  

⑷  言葉がもつ価値に気付くとともに，進んで読書をし，我が国の言語文化を大切にして，

思いや考えを伝え合おうとする。           「学びに向かう力，人間性等」  



４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の国語部では，述べ方の効果や読後感の要因等を捉えたり問い直したりして，言

葉への自覚を高めていく子どもを育成する授業が，教科の本質に迫る授業だと捉えている。

また，エージェンシーを発揮している姿を，言葉による見方・考え方を働かせている学び

の過程を自覚する姿だと捉えている。本単元においては，「説明的文章を読み深めるため

に大切にしたい観点」を，既習内容に基づいて設定し，その観点に対する自己評価と本時

の課題に対する自分の考えを蓄積していく場を設ける。そうすることで，読者の立場と筆

者の意図とを往還しながら，言葉にこだわろうとする様相が見られることを期待する。  

このような学習を経験した子どもは，蓄積してきた自身の言葉への捉えを，これからの

言語活動に生かそうとするようになり， well-being の実現につながるだろう。  

 

５  指導と評価の計画（総時数  ６時間）  

次  学習活動・内容  
エージェンシーを  

発揮するための手立て  
評価規準・評価方法等  

〇  
①  

○  説 明 的 文 章 を 読 み 深 め

る た め に 大 切 に し た い 観

点を設定する  

・既習内容の想起，確認  

〇  観 点 を 共 有 ・ 決 定 さ

せ る こ と で ， 既 習 内 容

を 生 か し て 作 品 を 読 む

意 識 が も て る よ う に す

る  

 

〇  観 点 に 対 す る 意 識 を

も た せ な が ら 作 品 を 読

ま せ る こ と で ， 課 題 へ

の 自 分 の 考 え を も て る

ようにする  

 

〇  振 り 返 り シ ー ト を 用

い て 毎 時 間 の 授 業 の 最

後 に 自 己 評 価 と 考 え を

蓄 積 さ せ る こ と で ， 変

容 を 自 覚 で き る よ う に

する  

 

〇  振 り 返 り シ ー ト か ら

み と れ る 変 容 を 価 値 づ

け る こ と で ， 形 成 し た

考 え を そ の 後 の 学 習 に

つ な げ ら れ る よ う に す

る  

 

〇  単 元 を 通 し て つ な げ

て き た 学 び を 見 返 し な

が ら 活 動 さ せ る こ と

で ， 目 標 を 設 定 し て 学

習 す る こ と の よ さ や 必

要 性 を 感 じ ら れ る よ う

にする  

 

 

 

 

 

一
②  

〇  本 文 を 通 読 し ， 初 読 の

感想をもつ  

・内容理解  

・構成把握  

○  要点を整理し，「筆者  

の 主 張 に 説 得 力 は あ る

か 」 に つ い て 意 見 を 述 べ

合う  

・ 説 得 力 の 高 さ と 述 べ 方 の

工夫への着目  

 

二
②
本
時
２
／
２  

〇  「 本 論 と 主 張 の 結 び 付

き に 説 得 力 は あ る か 」 に

ついて検討する  

・述べ方の特徴  

・表現の効果  

●  「 事 例 と 主 張 の 結 び 付

き に 説 得 力 は あ る か 」 に

ついて検討する  

・事例の順番  

・事例の選び方  

 

三
①  

○  「 筆 者 の 主 張 に 説 得 力

は あ る か 」 に つ い て ， 自

分の考えをまとめる  

・ 述 べ 方 の 工 夫 に 対 す る 自

分の考えの形成  

 

 

［主体的に学習に取り組む態度］  

ノート  

・ 今 ま で の 学 習 を 生 か し て ， 粘 り 強 く 述

べ 方 の 工 夫 を 見 つ け ， そ の 根 拠 ・ 理 由

をまとめようとしているかの確認  

［思考・判断・表現］  

ノート・教科書・発言  

・ 文 章 を 読 ん で 理 解 し た こ と に 基 づ い

て ， 自 分 の 考 え を ま と め て い る か の 確

認  

［知識・技能］  

ノート・観察  

・ 指 示 す る 語 句 と 接 続 す る 語 句 の 役 割 に

ついて理解しているかの確認  

［主体的に学習に取り組む態度］  

観察  

・ 既 習 内 容 か ら ， 学 習 の 見 通 し を も っ て

考えを提案しようとしているかの確認  

［主体的に学習に取り組む態度］  

観察  

・ 工 夫 さ れ た 述 べ 方 を 見 つ け よ う と し ，

それを伝え合おうとしているかの確認  

［知識・技能］  

ノート・観察  

・ 主 張 を 支 え る 事 例 を 捉 え て 内 容 を 理 解

しているかの確認  



６  本時案  ―第二次・２時分―  

⑴  主眼   事例が，主張とどのように結び付いているかを吟味する活動を通して，主張  

を伝えるための効果的な表現について，自分の考えを形成することができる。  

⑵  準備   教科書，ノート，スクリーン，タブレット端末，振り返りシート  

⑶  学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  

１  前時の学習を振り返

る  

 本 時 の 目 標 や ， 本

時 で 学 び た い こ と は

何か  

・既習内容の想起，確認  

・目標の確認  

 

ア  目標で決めたように，説明文を

読むときには，主張と事例に筋が

通っているかを考えながら読みた

い  

イ  初めて読んだ時，とてもわかり

やすい文章だと思ったけれど，そ

れは身近な事例から，主張に納得

できたからだ  

ウ  事例と主張がどのように結び付

いているか，みんなの考えを聞い

てみたい  

・  単 元 の 初 め に 設

定 し た 説 明 的 文 章

を 読 み 深 め る た め

に 大 切 に し た い 観

点 を 確 認 し た り ，

初 読 の 感 想 を 紹 介

し た り す る こ と

で ， 意 欲 的 に 学 習

を 進 め る こ と が で

きるようにする  

5 

２  判断型学習課題を用

いて，事例と主張との

結び付きを吟味する  

 事 例 と 主 張 は 結 び

付いているか  

・事例の順番  

・事例の選び方  

ア  いる。筆者自身が「常識とは異

なる視点」をもって生活したから

こ そ 「 不 便 益 」 に 気 付 け た こ と

が，事例から伝わってくる  

イ  いる。事例３は専門的な内容だ

けど，その前に中学生にとって身

近な事例１，２が述べられている

おかげで，主張が理解しやすい。

読者に配慮できるのは，筆者が物

事を多様に見ることができている

証拠なのではないか  

ウ  いない。３つの事例には納得で

きるけれど，「不便益」の説明を

しているだけで，主張の「多様に

見ることができる」については何

も触れていない  

エ  いない。事例２や事例３から筆

者は自分の専門分野での例をメイ

ン に し て 論 を 進 め て い る と 感 じ

る。「多様に見ることができる」

と主張するならば，もっと幅広い

視点での事例も挙げた方がよいと

思う  

・  Google Jamboard

を用いて判断型学

習課題に対する考

えを可視化するこ

とで，それぞれの

立場やその根拠と

なる部分を確認し

合いながら検討が

進められるように

する  

 

・  筆 者 の 書 き ぶ り

の 工 夫 に 着 目 し て

意 見 を 述 べ る 子 ど

も を 価 値 づ け る こ

と で ， 言 語 内 容 で

は な く 言 語 形 式 で

語 る こ と の 重 要 性

を 感 じ ら れ る よ う

にする  

40 

３  本時の学習を振り返

る  

 本 時 の 課 題 に 対 し

て ， 自 分 の 考 え が 変

わ っ た こ と ， 新 た に

気 付 い た こ と は あ る

か  

・考えの形成  

・考えの言語化  

ア  事例のわかりやすさばかりを気

にしていたけれど，友達の読み方

を参考に，事例と主張の結び付き

を考えて読むことで，主張につな

がる筆者の思いが表れている言葉

に気付くことができた  

イ  ３つの事例の順番が，身近な事

例から段階を踏んで専門的な事例

に な る よ う に 工 夫 さ れ て い た の

で，筆者の主張が伝わりやすかっ

た  

・  振 り 返 り シ ー ト

を 用 い て ， 自 己 評

価 と 課 題 に 対 す る

考 え を 蓄 積 さ せ る

こ と で ， 前 時 か ら

の 変 容 や ， 単 元 を

通 し て 獲 得 し た 新

た な 視 点 を 自 覚 で

きるようにする  

50 

 

 



⑷  評価規準と方法  

 事例が，主張とどのように結び付いているか吟味しながら，主張を伝えるための効果

的な表現について，自分の考えを形成することができたか，発言やノートの記述からみ

とる。  

 

＜メモ＞ 



第３学年１組  国語科学習指導案  

指導者   貞安  菜央  

 

１  単元   論の共通点を読み取り，より効果的な述べ方を探る  

～『人工知能との未来』『人間と人工知能と創造性』（光村図書３年）～  

 

２  指導の立場  

＜子どもの実態から＞  

 子どもは，第二学年で学習した『君は「最後の晩餐」を知っているか』『最後の晩餐の

新しさ』において，対象の魅力を伝えるための効果的な述べ方を比較しながら検討する活

動を経験している。そこでは，筆者の強い思いのこもった表現や，比較対象を取り上げな

がら魅力を語る述べ方に着目し，より効果的で適切な表現を捉えたり問い直したりする中

で，言葉への自覚を高めてきた。このような子どもが，二つの文章を読み比べながら論の

共通点を捉えた上で，効果的な述べ方について検討できれば，筆者の工夫した表現の意図

やよさを感じ，さらに言葉への自覚を高めていけるだろう。  

 そこで，単元を構想するにあたっては，次のような教材を設定する。  

 

＜教材について＞  

 本教材は，現代を生きる私たちにとって至るところで欠かせない存在となっている人工

知能について，人間が今後どのように付き合っていくべきかを，筆者がそれぞれの立場か

ら述べている二つの論説文で構成される。ここでは，二つの論に共通して根底にある，

「人工知能と付き合う中で人間が大切にすべきこと」についておさえた上で，異なる視点

や，特徴的な述べ方を比較する。その中で，知識や語感を頼りに信頼性や客観性，説得力

があるか否かを吟味しながら，より効果的な表現を捉えていけるようにしたい。  

そこで，指導にあたっては，次の点に留意する。  

 

＜指導上の留意点＞  

○  第一次では，二つの文章を読み，論の共通点を捉えた上で説得力についての感想を共

有する場を設定することで，述べ方の工夫に着目できるようにする。  

○  第二次では，「説得力が高いのはどちらの筆者か」という課題を検討する場を設定す

ることで，筆者の主張と論理の展開とを結び付けながら，効果的な表現を捉えたり，問

い直したりすることができるようにする。   

○  第三次では，理解したことや考えたことを，批評文にまとめる活動を設定することで，

二つの文章を通して読み深めた，より効果的な表現を自覚することができるようにする。  

 

３  目標   

⑴  話や文章の種類とその特徴について理解を深めることができる。     〔知〕⑴ウ  

⑵  文章の構成や論理の展開，表現の仕方について評価することができる。〔思〕Ｃ⑴ウ  

⑶  文章を読んで考えを広げたり深めたりして，人間，社会，自然などについて，自分の

意見をもつことができる。                      〔思〕Ｃ⑴エ  

⑷  言葉がもつ価値を認識するとともに，読書を通して自己を向上させ，我が国の言語文

化に関わり，思いや考えを伝え合おうとする。     「学びに向かう力，人間性等」  



４  well-being につながる学びについて  

本学園では， well-being を「個人だけでなく，社会や地球環境まで含めた全体的に良

好な状態」と捉えている。 well-being の実現には，教科等の本質に迫る授業で身に付け

た資質・能力を，人生において自在に発揮できる子どもを育成することが必要不可欠であ

る。そのためには，エージェンシー（変化を起こすために，自分で目標を設定し ,振り返

り，責任をもって行動する能力）の育成及び発揮が重要な課題であると考える。  

本学園の国語部では，述べ方の効果や読後感の要因等を捉えたり問い直したりして，言

葉への自覚を高めていく子どもを育成する授業が，教科の本質に迫る授業だと捉えてい

る。また，エージェンシーを発揮している姿を，言葉による見方・考え方を働かせている

学びの過程を自覚する姿だと捉えている。本単元においては，「説明的文章を読み深める

ために大切にしたい観点」を既習内容に基づいて設定し，その観点に対する自己評価と本

時の課題に対する自分の考えを蓄積していく場を設ける。そうすることで，読者の立場と

筆者の意図とを往還しながら，言葉にこだわろうとする様相が見られることを期待する。  

このような学習を経験した子どもは，蓄積してきた自身の言葉への捉えを，これからの

言語活動に活かそうとするようになり， well-being の実現につながるだろう。  

 

５  指導と評価の計画（総時数  ６時間）  

次  学習活動・内容  
エージェンシーを  

発揮するための手立て  
評価規準・評価方法等  

〇  

①  

○  説 明 的 文 章 を 読 み 深 め る

た め に 大 切 に し た い 観 点 を

設定する  

・既習内容の想起，確認  

○  観 点 を 共 有 ・ 決 定 さ せ

る こ と で ， 既 習 内 容 を 生

か し て 作 品 を 読 む 意 識 が

もてるようにする  

 

○  観 点 に 対 す る 意 識 を も

た せ な が ら 作 品 を 読 ま せ

る こ と で ， 課 題 へ の 自 分

の 考 え を も て る よ う に す

る  

 

○  振 り 返 り シ ー ト を 用 い

て ， 毎 時 間 の 授 業 の 最 後

に 自 己 評 価 と 考 え を 蓄 積

さ せ る こ と で ， 変 容 を 自

覚できるようにする  

 

○  振 り 返 り シ ー ト か ら み

と れ る 変 容 を 価 値 づ け る

こ と で ， 形 成 し た 考 え を

そ の 後 の 学 習 に つ な げ ら

れるようにする  

 

○  単 元 を 通 し て つ な げ て

き た 学 び を 見 返 し な が ら

活 動 さ せ る こ と で ， 目 標

を 設 定 し て 学 習 す る こ と

の よ さ や ， 必 要 性 を 感 じ

られるようにする  

 

 

 

 

一  

②  

○  本 文 を 通 読 し ， 初 読 の 感

想をもつ  

・内容理解，構成把握  

○  要 点 を 整 理 し ， 二 つ の 文

章の主張と共通点を捉える  

・ 説 得 力 の 高 さ と 述 べ 方 の 工

夫への着目  

 

二  

②  

本  

時  

２  

／  

２  

〇  「 序 論 と 本 論 と の 結 び 付

き に 説 得 力 が あ る の は ど ち

ら の 筆 者 か 」 に つ い て 検 討

する  

・文章の構成  

・論理の展開  

●  「 人 間 と 人 工 知 能 と の 関

わ り の 述 べ 方 に 説 得 力 が あ

る の は ど ち ら の 筆 者 か 」 に

ついて検討する  

・論理の展開  

・表現の仕方  

 

三  

①  

○  二 次 で 理 解 し た こ と や 考

え た こ と を 基 に ， 「 説 得 力

が あ る の は ど ち ら の 筆 者

か」について批評文を書く  

・根拠となる言葉や文の選択  

 

[主体的に学習に取り組む態度 ] 

観察  

・既習内容から，考えを提 案し

ようとしているかの確認  

[主体的に学習に取り組む態度 ] 

ワークシート・観察  

・工夫された述べ方を見付 けよ

うとし，それを伝え合おう と

しているかの確認  

[主体的に学習に取り組む態度 ] 

ノート  

・今までの学習を生かして ，粘

り 強 く 述 べ 方 の 工 夫 を 見 付

け，その根拠・理由をまと め

ようとしているかの確認  

[知識・技能 ] 

ワークシート・観察  

・話や文章の種類とその特 徴に

ついて理解しているかの確認  

[思考・判断・表現 ] 

教科書・ Google Jamboard 

・文章を読んで考えを広げ たり

深めたりして，人間，社会 ，

自然などについて，自分の 意

見をもつことができている か

の確認  

[思考・判断・表現 ] 

Go o g le  J am b oa r d・ 振 り 返 り シ ー ト  

・文章の構成や論理の展開 ，表

現の仕方について評価する こ

とができているかの確認  



６  本時案  ―第二次・２時分―  

⑴  主眼   「人間に必要なことの述べ方に説得力があるのはどちらの筆者か」という判

断型学習課題を 検討することを通して，「人間」に対する筆者の見方や ，利

点と欠点の述べ方の工夫に気付き，自分の考えを形成することができる。  

⑵  準備   スクリーン，タブレット端末，振り返りシート  

⑶  学習の展開  

学習活動・内容（発問）  予想される子どもの反応  指導上の留意点  分  

１  筆者の主張と，それ

を支える中心的な部分

を確認する  

 人 間 と 人 工 知 能 と

の 関 わ り に つ い て 何

と述べているか  

・本時の学習への見通し  

ア  羽 生 さ ん は ， 人 工 知 能 も 人

間 も 互 い か ら 学 ぶ こ と が 必 要

だ と 述 べ ， そ う す る こ と が

「より建設的」と言っている  

イ  松 原 さ ん は ， 「 共 同 す る の

が よ い 」 と 言 い 切 っ て ， 人 間

が 判 断 力 を 養 う こ と が 大 切 だ

と述べている  

ウ  「 共 存 」 と い う 点 で は 根 底

に あ る も の は 同 じ だ け れ ど ，

述 べ 方 も 主 張 へ の つ な げ 方 も

違 っ て ， 松 原 さ ん の ほ う が 強

く感じる  

・  ポ イ ン ト と な る 部

分 を 並 べ て 板 書 す る

こ と で ， 比 べ る 内 容

を 明 確 に し た り ， 表

現 の 特 徴 や 違 い に 着

目 し た り し な が ら 検

討できるようにする  

5 

２  判断型学習課題を用

いて，より効果的な表

現を検討する  

 説 得 力 が あ る の は

どちらの筆者か  

・論理の展開  

・事例の述べ方  

ア  羽 生 さ ん は ， 「 道 も あ る で

し ょ う 」 「 道 も あ る は ず で

す 」 と 述 べ て い て ， よ り よ く

し て い こ う と い う 思 い が 感 じ

られ，「建設的」とつながる  

イ  し か も ， 「 う ま く 活 用 す れ

ば 」 と ， 人 工 知 能 と の 共 存 の

前 提 を し っ か り 教 え て く れ て

い て ， 読 者 に 寄 り 添 っ て く れ

ている感じがする  

ウ  そ れ な ら 松 原 さ ん も ， 「 高

く な る は ず で あ る 」 「 で き る

か も し れ な い 」 と い う 述 べ 方

で ， 「 得 意 が 異 な る 」 部 分 を

しっかり説明している  

エ  「 人 間 は す ご い 」 と い う 姿

勢 で 述 べ て い る の も ， 読 者 は

納 得 し な が ら 読 み 進 め る こ と

ができる要素だ  

オ  で も ， 松 原 さ ん が 文 末 を 曖

昧 に し て 述 べ て い る の は ， 人

工 知 能 の 具 体 的 な 使 い 方 に 踏

み 込 ん で い る 部 分 だ か ら ，

「 よ い 」 と 言 い 切 っ て い る な

ら ， 正 確 な デ ー タ な ど が ほ し

いと思う  

・  Google Jamboard を

用いて判断型学習課題

に対する考えを可視化

することでそれぞれの

立場や，その根拠とな

る部分を確認し合いな

がら検討が進められる

ようにする  

・  相反する意見や似て

いる意見を意図的に取

り上げることで，自分

の意見を述べたり，他

者の意見を聞いたり，

さらに考えを広げたり

する意欲を高められる

ようにする  

・  文 章 を 比 較 し な が

ら ， 筆 者 の 書 き ぶ り

の 工 夫 に 着 目 し て 意

見 を 述 べ る 子 ど も を

価 値 づ け る こ と で ，

言 語 内 容 で は な く 言

語 形 式 を 根 拠 に 語 る

こ と の 重 要 性 を 感 じ

られるようにする  

45 

３  本時の学習を振り返

る  

 本 時 の 課 題 に 対 す

る 自 分 の 考 え を 最 も

支 え る 表 現 は ど こ

で，その理由は何か  

・考えの形成  

・考えの言語化  

ア  人 間 と コ ン ピ ュ ー タ の こ と

と を 順 序 よ く 述 べ て い る 松 原

さ ん の よ さ が わ か っ て ， 説 得

力につながっていると思えた  

イ  文 末 表 現 が 同 じ だ と 思 っ て

い た け れ ど ， 確 か に 触 れ て い

る 内 容 が 違 う と 気 付 け て ， 内

容理解がＡ +になった  

・  振 り 返 り シ ー ト

に ， 自 己 評 価 と 課 題

に 対 す る 考 え を 蓄 積

さ せ る こ と で ， 前 時

か ら の 変 容 や ， 単 元

を 通 し て 獲 得 し た 新

た な 読 み の 視 点 を 自

覚できるようにする  50 



⑷  評価規準と方法  

論の中心となる部分のより効果的な述べ方を捉えたり，問い直したりしながら，「人

間」に対する筆者の見方や，利点と欠点の述べ方の工夫に気付き，判断型学習課題に対

する自分の考えを形成することができたか，発言や振り返りシートの記述からみとる。  

＜メモ＞ 


